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職員の給与の状況【１／４】

　人事行政の運営等の状況を公表しま

す。公表の内容は、抜粋しています。全

項目については、ホームページで公表し

ています。

　町職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には、基本給としての給料と、扶養、

住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。これらの給与の状況を公表します。

（１）人件費の状況 (普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
(２９年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

(参考）２８年度の
人件費率

２９年度
人

6,286
千円

6,632,939
千円

113,238
千円

993,899
％

15.0
％

14.3

（２）職員給与費の状況 (普通会計当初予算・一般職）

区分
職員数
Ａ

給与費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

３０年度
人
90

千円
322,931

千円
156,089

千円
134,228

千円
613,248

千円
6,814

（３）職員の平均年齢及び平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　(平成３０年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

吉賀町
円

300,200
歳

38.3
円

278,300
歳

40.0

（４）職員の初任給の状況

　　　　　　　　(平成３０年４月１日現在）

区分
吉賀町 国

初任給 初任給

一般行政職
大学卒 179,200　円 179,200　円

高校卒 147,100　円 147,100　円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成３０年４月１日現在）

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 276,000　円 317,600　円 347,800　円

高校卒 －　　円 －　　円 －　　円

技能労務職
高校卒 －　　円 －　　円 －　　円

中学卒 －　　円 －　　円 －　　円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は、採用後の年数をいうものである

（６）一般行政職の級別職員数の状況 (平成３０年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 主事補、主事
人

５
％

７．６

2級 主任主事
人

１２
％

１８．２

3級 主任
人

１４
％

２１．２

4級 主幹
人

１６
％

２４．２

5級 課長補佐
人

１０
％

１５．２

6級 課長
人

９
％

１３．６

（注）１　吉賀町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

     ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務
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（７）職員手当の状況

○期末手当・勤勉手当

吉賀町 国

(２９年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　６月期　　1.225 月分　　　0.90 月分
１２月期　　1.375 月分　　　0.90 月分
　　計　　　2.60 月分　　　1.80 月分

（加算措置状況）
職制上の段階、勤務の級等による加算措置あり

(２９年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　６月期　　1.225 月分　　　0.85 月分
１２月期　　1.375 月分　　　0.95 月分
　　計　　　2.60 月分　　　1.80　月分

（加算措置状況）
職制上の段階、勤務の級等による加算措置あり

○退職手当 (平成３０年４月１日現在）

吉賀町 国

(支給率）　　　自己都合　　　応募認定・定年
勤続２０年　　19.6695 月分　　24.58688 月分
勤続２５年　　28.0395 月分　　33.27080 月分
勤続３５年　　39.7575 月分　　40.80380 月分
最高限度額　　47.7090 月分　　47.70900 月分
その他の加算措置
一人当たり平均支給額　　21,503 千円

(支給率）　　　自己都合　　　応募認定・定年
勤続２０年　　19.6695 月分　　24.58688 月分
勤続２５年　　28.0395 月分　　33.27080 月分
勤続３５年　　39.7575 月分　　40.80380 月分
最高限度額　　47.7090 月分　　47.70900 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置 2～ 20％加算

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額

○特殊勤務手当

支給実績 (29 年度決算） 　　　　　　　　　　　　0 　千円

支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 　　　　　　　　　　　　―　　円

職員全体に占める手当支給職員の割合（29 年度） 　　　　　　　　　　　  ―　　％

手当の種類（手当数）                          1

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

除雪車乗務手当 建設水道課職員
グレーダー及び除雪用ジープ
の運転に従事した職員

日額　2,000 円

○時間外手当

支給実績 (28 年度決算） 36,844 千円

支給職員 1人当たり平均支給年額（28 年度決算） 409 千円

支給実績 (29 年度決算） 40,996 千円

支給職員 1人当たり平均支給年額（29 年度決算） 455 千円

○その他の手当

手当名 内容及び支給単価
国の制度
との差異

国の制度と
異なる内容

支給実績
(平成２９年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成２９年度決算）

扶養手当

配偶者　　　　　　　　10,000 円　
配偶者以外の扶養親族　 8,500 円

（配偶者がいない場合は 10,000 円）
特定期間（満 16 歳年度初め～満 22
歳年度末）の子　　　5,000 円加算

同じ － 12,689　千円 223,000　　円

住居手当
賃借住宅
家賃が 12,000 円を超える場合には
支給 支給限度額 27,000 円

同じ － 5,651　千円 189,000　　円

通勤手当

交通機関利用者
運賃等の相当額 支給限度額 55,000 円
交通用具使用者
片道 2 ㎞以上の場合に通勤距離に応
じて支給 2,400 円～ 32,800 円

異なる

自家用車等の
通勤距離区分
及び手当額が
異なる

9,950　千円 118,000　　円

管理職手当
課長・室長・所長・教育次長・議会
事務局長　　　41,600 円／月

異なる

国（俸給の特
別調整額）は
役職に応じ定
額支給

4,991　千円 416,000　　円

職員の給与の状況【２／４】
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○その他の手当（つづき）

手当名 内容及び支給単価
国の制度
との差異

国の制度と
異なる内容

支給実績
(平成２９年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成２９年度決算）

休日勤務手当
支給額
休日勤務時間数×勤務 1 時間当たり
の給料額× 135/100

異なる

勤務 1 時間当
たりの給料額
の算出方法が
異なる

0　千円 0　　円

夜間勤務手当

正規の勤務時間として午後 10 時か
ら翌日の午前 5 時までの間に勤務し
たときに支給
支給額　
時間外勤務時間数×勤務 1 時間当た
りの給料額× 25/100

異なる

勤務 1 時間当
たりの給料額
の算出方法が
異なる

0　千円 0　　円

宿日直手当
職員が宿日直勤務を行う場合に支給
1回につき 4,200 円　　　　　　　　　　　

同じ － 1,000　千円 44,000　　円

（８）特別職の報酬等の状況（平成２９年４月１日現在）

区分 給料月額等

給料
町 長
副町長

　720,000 円
　607,500 円

報酬
議 長
副議長
議 員

　288,500 円
　240,000 円
　203,500 円

期末手当

町 長
副町長

（２９年度支給割合）
　3.30　月分　　　役職加算　10％

議 長
副議長
議 員

（２９年度支給割合）
　3.35　月分　　　役職加算　10％

退職手当
町 長
副町長

（算定方式）　　　　　　　　　　　 （支給時期）
　720,000 円×在職年数× 4.5　　　　在任期間ごと
　607,500 円×在職年数× 2.7　　　　在任期間ごと

（９）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成３０年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成２９年 平成３０年

一般行政
部門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木

1　　人
26
 7
12
 9
 1
13
 2
 5

1　　人
26
 8
12
 9
 1
13
 2
 5

　　
　　１
　

　　

育児休暇職員の補充

小 計 76 77 　　１

特別行政
部門

教 育 12 13 　　１ 学校給食会の解散による業務増

小 計 12 13  １

公営企業等
会計部門

水 道
下水道
その他

3
2
6

3
2
6

小 計 11 11

合計
99

［114］
101

［114］
　　２
[　　]

（注）１　職員数は一般職に属する職員数

     ２　[     ] 内は、条例定数の合計

職員の給与の状況【３／４】
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（１０）定員適正化計画の数値目標

・定員適正化目標 (数・率 )

　計画期間は、平成２７年度を基準年とし、平成３２年度までの５年間とする。

　平成２７年４月１日現在の職員数９７人に、１人加えた９８人を基準数とする。

・定員適正化計画（第３次定員適正化計画）

年 度 Ｈ 27 年 Ｈ 28 年 Ｈ 29 年 Ｈ 30 年 Ｈ 31 年 Ｈ 32 年

職 員 数 97 人 98 人 98 人 99 人 100 人 98 人

前年度末退職者 － 5 人 3 人 1人 1人 5人

新規採用 － 6 人 3 人 2人 2人 3人

増 減 － 1 0 1 1 △ 2

職員の給与の状況【４／４】

平成２９年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」により、地方公共団体は財政健全化に役立てるため、

４つの健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率）

と、簡易水道や下水道などの公営企業ごとに資金不足比率を公表することが義務付けられています。

　これらの比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となると、「早期健全化計画」を策定し、自主

的な改善を行う必要があります。

　算定の結果、平成２９年度決算に基づく比率は、全ての項目で早期健全化基準を下回りました。

　吉賀町の健全化判断比率と資金不足比率は次のようになっています。

健全化判断比率

【資金不足比率】

　水道や下水道といった公営企業会計における資金不足額の、公営企業の事業規模で

ある料金収入に対する比率です。平成２９年度決算では資金不足比率は生じません。

このため「－」で表示しています。

資金不足比率

【実質赤字比率】一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。平成２9

年度決算では実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【連結実質赤字比率】　地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率で

す。平成２９年度決算では全会計を対象とした実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【実質公債費比率】　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率で、３ヵ年の

平均を使用しています。平成２７年度から平成２９年度の３ヵ年の平均で、５．３％となり早期健

全化基準を下回っています。

【将来負担比率】　一般会計等が将来的に負担する負債額から、その償還に充てることができる基金

等を控除した額の標準財政規模に対する比率です。平成２９年度決算では４０．５％となり早期健

全化基準を下回っています。

区分 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 早期健全化基準

実質赤字比率 ― ― ― 　１５．０

連結実質赤字比率 ― ― ― 　２０．０

実質公債費比率 　６．１ 　５．５ 　５．３ 　２５．０

将来負担比率 ２６．９ ３５．３ ４０．５ ３５０．０

区分 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

水道事業会計 ― ― ―

小水力発電事業特別会計 ― ― ―

下水道事業特別会計 ― ― ―

農業集落排水事業特別会計 ― ― ―

（単位：％）
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１１月１１日から１７日は「税を考える週間」です

国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていた

だくために、毎年 11 月 11 日から 17 日を「税を考える週間」として、ホームページ等で様々

な情報を提供しています。

テーマ「くらしを支える税」

取組紹介
国税庁の

■国税庁の各種取組を紹介して

います。YouTube による動画も

配信中。

動画を見る
税の情報・税の仕事

■「Web-TAX-TV」ではインター

ネット番組（税に関する動画）

を掲載。

税の学習コーナー

■児童や生徒が税について楽し

く学習ができるようクイズや

ゲームを掲載。

益田税務署　 ☎０８５６－２２－０４４４

問い合わせ先

１１／９
１１／１５～（金）

（木）

　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えました。火の取扱いには十分注意しましょう。

　火災予防週間中、六日市分遣所、柿木分遣所、吉賀町消防団では防火パレードや火災防ぎょ訓

練、一人暮らしの高齢者宅防火診断、防火指導等を行います。この機会に火災予防について、今

一度考え、火災を未然に防ぎましょう。

『忘れてない？ サイフにスマホに火の確認』

『いのちを守る７つのポイント』

①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

⑤寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎物品を使用する。

⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。

⑦お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

問い合わせ先

六日市分遣所　☎　７７－０１６２　柿木分遣所　☎　７９－２２０１

秋の全国火災予防運動実施について
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１００歳高齢者　お祝い状及び記念品贈呈

　１００歳高齢者に対してお祝い状及び記念品が贈呈されました。

　９月１５日の老人の日の記念行事として、今年度中に１００歳を迎えられる高齢者の方に対し、内

閣総理大臣からお祝い状と記念品が贈呈されました。

　対象者は次のとおりです。（敬称略・順不同）

森川スミヱさん

お知らせ

有田　ミサオ

森川　スミヱ

大谷　ヨシ子

領家　カメノ

山内　壽子

領家カメノさん

有田ミサオさん

大谷ヨシ子さん 山内壽子さん

毒キノコに要注意
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吉賀町上下水道コラム

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６-７９-２２１２

★★上下水道料金の口座払いのお願い★★

　上下水道料金のお支払い方法には納付書払いの他に便利な口座払いがあります。口座払いなら支

払いにかかる手間が無く、また支払い忘れがありませんのでぜひご活用くださいますようお願いい

たします。口座引落し日は２８日になります。２８日が祝日の場合は翌日が引落し日です。なお、

お支払いを口座払いにする場合は町内の金融機関でお手続きが出来ます。

　吉賀町では水道料金は奇数月に、下水道・農業集落排水の使用料金は偶数月に請求しています。

（下表を参照）

★水道水が白く濁る原因とは★

　ご自宅の水道水が白く濁るのは空気が入っているためです。そのまま放置しておくと濁りはな

くなります。空気が入っているだけなので健康には何も問題はありません。

・なぜ水道管に空気が入るのか？

水道管工事や水道管のバルブ操作により水道管に空気が入ることがあります。作業後は空気を抜

く作業を行っていますが全ての空気を抜くことは難しいため、空気が水道管に残ってしまうこと

があります。皆様にはご迷惑をお掛けしますがご了承くださいますようお願いいたします。

なお、白く濁る水が長期間に渡って出る場合や錆が混じった水が出るなど、水道水にお困りのこ

とがありましたら役場建設水道課までご連絡ください。

☆吉賀町における汚水処理について☆

　現在吉賀町におきまして、六日市・七日市地区の公共下水道、初見新田、柿木地区の農業集

落排水が整備されております。下水道法では供用開始後３年以内に公共下水道に接続すること

が定められています。下水道処理区域内の方でまだ下水道に接続されていない方は接続をお願

いいたします

公共下水・農業集落排水の区域内の方

　吉賀町では、汚水処理区域外にお住まいの方に対して、合併浄化槽設置費・合併浄化槽維持

管理費の補助を行っております。補助金の内容や申請についてお気づきの点がありましたらご

連絡ください。

　吉賀町における、生活環境の向上や河川の水質保全の為、下水道への接続や浄化槽設置にご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。

区域外の方

請求月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

科目 下水 上水 下水 上水 下水 上水 下水 上水 下水 上水 下水 上水

使用月 1・2月 3・4月 3・4月 5・6月 5・6月 7・8 月 7・8 月
9・10
月

9・10
月

11・12
月

11・12
月

1・2 月



9　　広報よしか　2018 年 11 月号　№ 157

町政座談会の開催報告

お知らせ

吉賀町いきいき健康高齢者表彰

　平成３０年９月２８日（金）今年度の「吉賀町いきいき健康高齢者表彰」に、七日市の山下梅子さ

んと、同じく七日市の澄川久江さんが推薦を受けられました。去る９月２８日に役場本庁者において

岩本町長から表彰状が授与されました。

　お元気の秘訣をお二人にお聞きしたところ、山下さんは「食生活では好き嫌いなく何でも食べて、

野菜は自分で作る自然派志向。ぜんまい等の山菜も栽培しています。また、運動のために徒歩での新

聞配達を二十三年間続けています。百歳体操や介護予防教室、わいわい健やかサークルにも参加して

いますが、農作業もしており朝から晩までとにかくよく動くことが元気の秘訣だと思います」　、澄

川さんは「特別なことはしていませんが、公民館へ大正琴を習いに行ったり自宅では趣味の編み物を

するなどしています。運動はグランドゴルフへ週２，３回、また２年前から始まった毎週百歳体操に

参加して地域の皆さんと交流をしています。」と

話してくださいました。　　　　　

　今後も、生涯現役でいきいきと人生を生きてい

らっしゃる高齢者の方の励みになるようこの制度

を継続していきたいと思います。８０歳以上の方

で、健康で生きがいを持って元気に生活されてい

らっしゃる方が周囲や知り合いにおられました

ら、次年度も是非、保健福祉課まで推薦してくだ

さい。お待ちしています！！

　今年度、町内５か所において、町政座談会を開催しました。町長より町政運営の考え方を説明させ

ていただき、その後意見交換や質疑応答を行いました。事業内容の説明や疑問点、施設の今後の有り

方や学校運営等ついて町民の皆様の貴重なご意見をいただき各所管の事業運営へ反映、参考にさせて

いただきます。今後も定期的に座談会を開催する予定としていますので、開催の際はご参加いただき

ますようよろしくお願いいたします。

　また、住民の皆さまから町政についてのご意見や提言をお寄せいただく「まちづくりのこえ」とい

う事業がございます。用紙は定期的に広報配布物に封入、または企画課に随時準備しています。ご住

所やお名前を記入された方には、回答をさせていただきます。「座談会形式だと大勢の人前で発言し

難い・・・」そんな場合でも個別に回答いたします。

平成３０年度町政座談会　報告

問い合わせ先

吉賀町役場企画課　☎０８５６-７７-１４３７

日　　時 場　　所

８月５日（日）９：００～ 蔵木中学校

８月２５日（土）９：３０～ 朝倉公民館

８月２５日（土）１３：３０～ 吉賀町林業総合センター

９月８日（土）９：００～ 柿木基幹集落センター

１０月１０日（水）１８：００～ 六日市基幹集落センター
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お知らせ

消費者ホットライン
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お知らせ

消費者ホットライン

問い合わせ先

消費生活相談窓口：

島根県消費者センター

Tel:0852-22-5103

Fax:0852-32-5918 

E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　0856-23-3657

役場税務住民課　　 　77-1113

自死予防週間　街頭キャンペーン！

吉賀町健康づくり推進会議　酒・たばこ・心の健康部会活動

　毎年９月１０日～１６日を、国では「自殺予防週間」（島根県では自死予防週間としています）に

定めて、様々な啓発活動を展開しています。　

　吉賀町健康づくり推進協議会　酒・たばこ・心の健康部会では、期間中の９／１１（火）に六日市

のサンマート駐車場とキヌヤ七日市店の駐車場周辺で街頭キャンペーンを行いました。

　酒・たばこ・心の健康部会員３名、事務局の役場職員３名の合計６人で、買物に来られたみなさん

にストレスチェック票や公的専門相談機関

一覧表のチラシを配り、自死予防への関心

を持っていただくよう声をかけました。大

切な命を自死でなくす人が０になるよう、　

酒・たばこ・心の健康部会では町民一人ひ

とりが自死予防の主役となり、「誰も自死

に追い込まれることのない社会の現実」を

目指し、町民が健康で安心して暮らせるま

ちづくりを進めていきたいと思います。



広報よしか　2018 年 11 月号　№ 157　　12

宝くじの助成金で整備しました

　一般財団法人自治総合センターでは、全国自治宝くじの受託事業収入を財源と

して、住民の行うコミュニティ活動を推進し、その健全な発展を図るとともに宝

くじの社会貢献広報に資するため、コミュニティ助成事業を実施しています。

　平成３０年度は、吉賀町ふるさと夏祭り実行委員会と朝倉自治会長会が事業を

実施しました。

お知らせ

吉賀町ふるさと夏祭り実行委員会

　吉賀町ふるさと夏祭り実行委員会では、夏祭り出

店用のテーブルや物置等を整備しました。

　経年劣化で古くなっていたテーブルを全天候型に

一新し、一元管理することで、効率的なイベント運

営を行うことができるようになりました。

　実行委員会では、今後も夏祭りの開催を通して地

域活性化と世代間継承を推進していきたいと考えて

います。

朝倉自治会長会

　朝倉自治会長会では、三郷の里 ( 朝倉・注連川・

蓼野 ) で行う地域事業に必要な、音響設備やプロ

ジェクター等を整備しました。

　事務局を置く朝倉公民館内に備品を配置すること

により、効率的な貸出しと利用の拡大を図ることが

できるようになりました。

　朝倉自治会長会では、今後も各自治会や団体と連

携して地域の交流・活性化を促進していきたいと考

えています。

問い合わせ先

吉賀町役場企画課　☎０８５６‐７７‐１４３７

交通事故防止機器　寄贈いただきました

　平成３０年９月２６日（水）吉賀町役場六日市庁舎にて

交通事故防止機器を島根県農業協同組合西いわみ地区本部

（以下ＪＡ西いわみ）より寄贈いただきました。

　毎年、ＪＡ西いわみ様より交通事故防止活動、人命保護・

被害軽減を目的に道路反射鏡（カーブミラー）を寄贈いた

だき、町道の見通しが悪い交差点やカーブ、老朽化したカー

ブミラーの更新に活用させていただいています。

　新規設置や更新作業など設置要望がございましたら役場

建設水道課までお問い合わせください。

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６‐７９‐２２１２

吉賀町ふるさと夏祭りの様子

敬老会などのイベントに備品を活用
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吉賀町立図書館

 [ １１月のみたい号巡回 ]

柿木小学校　６・２０日　蔵木小学校７・２２日

七日市小学校８・２１日　朝倉小学校９・２７日　

六日市小学校　１５日　町内デイサービス１６日

このほか中学校、保育所にも巡回しています。

日程は都合により変更されることがあります。

[図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日は休館です。

・１１月４日（日）はきん祭みん祭開催のため休館

・１１月２８日（水）は図書整理のため休館

 [ 図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木地区の方は公民館に

返却箱やポストがありますのでご利用下さい。

今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

暦
の
上
で
は
冬
に
入
り
も
っ
と
も
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
る
頃
。
新
暦
十
一
月
初
旬
の
立
冬
を

境
に
冬
の
季
節
に
入
り
ま
す
。
旧
暦
の
上
で
は

仲
冬
に
あ
た
り
、
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
霜
が

降
り
る
頃
と
い
う
こ
と
で
「
霜
月
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
ま
た
農
事
を
終
え
神
楽
を
奉
納
し
て
き

た
こ
と
か
ら
「
神
楽
月
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
収
穫
を
祝
い
感
謝
す
る
季
節
、
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

『
季
節
を
包
む
』

し
ろ
い
う
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
な
せ
た
か
し

愛
す
る
こ
と
は
あ
い
さ
れ
る
こ
と　
　

宮
西
達
也

さ
ん
せ
ー
い
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也

ぼ
く
の
し
ご
と
は
ゆ
び
ん
や　
　
　
　

正
岡
慧
子

お
ひ
さ
ま
と
か
く
れ
ん
ぼ　
　
　
　
　

た
ち
も
と
み
ち
こ

錨
を
上
げ
よ　

上
下　
　
　
　
　
　
　

百
田
尚
樹

隠
れ
菊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
城
ミ
三
紀
彦

孤
狼
の
血　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
月
裕
子

プ
ラ
ス
の
魔
女　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾

ぼ
ん
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

や
ぶ
へ
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
在
昌

書
楼
弔
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
夏
彦

女
た
ち
の
ジ
ハ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　

篠
田
節
子

　　《図書館利用状況９月》

●貸出総数　４，２６３冊

●貸出人数　　 ５７０人

●来館者数　　 ５０９人

《ベスト・リーダー！９月》　

　　書　　　名　　　　　著　　者　　　

「ありがとうもごめんなさいもいらない

森の民と暮らして」　　奥野　克巳　著

「万引き家族」　　　　 是枝　裕和　著

「さしすせその女たち」椰月美智子　著

「罪びとの手」　　　　 天祢　　涼　著

「真夜中の子供」　　　 辻　　仁成　著

【
お
す
す
め
し
た
い　

こ
ど
も
の
本
展
】

　

秋
の
読
書
週
間
が
10
月
27
日
か
ら
11
月
９

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
館
内
の
テ
ー
マ
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
お
す
す
め
の
本
」
や
「
秋

の
や
さ
い
、
く
だ
も
の
の
絵
本
」
を
並
べ
て

い
ま
す
。
貸
出
の
な
か
で
も
絵
本
は
と
て
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
６
日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
の

期
間
、
館
内
の
多
目
的
室
で
島
根
県
立
図
書

館
が
え
ら
ん
だ
「
お
す
す
め
し
た
い　

こ
ど

も
の
本
」
の
展
示
を
い
た
し
ま
す
。
あ
か

ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で
の
こ
ど
も
を
対
象

と
し
て
、
年
齢
の
部
門
ご
と
に
最
近
刊
行
さ

れ
た
本
の
中
よ
り
選
ん
だ
も
の
を
並
べ
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
児
童
図
書
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
】

　

10
月
20
日
～
11
月
２
日
ま
で
、
今
年
も
恒

例
の
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
会
場
の
館
内
多
目
的
室
に

は
、
皆
様
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
を

は
じ
め
、
雑
誌
な
ど
を
並
べ
ま
し
た
。
部
屋

の
壁
に
は
、
町
内
保
育
所
園
児
に
よ
る
読
書

感
想
画
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。
古
本
市
を

心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る
常
連
の
方
、
保
育

所
園
児
の
感
想
画
を
観
に
来
ら
れ
た
方
な
ど

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

読
書
感
想
画
は
、
11
月
４
日
の
き
ん
祭
み

ん
祭　

六
日
市
会
場
で
も
展
示
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
施
設
と
し
て
図
書

館
に
ど
う
ぞ
ご
来
館
下
さ
い
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

　

冠
婚
葬
祭
な
ど
儀
礼
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、
物
を
包
ん
だ
り
運
ん
だ

り
す
る
た
め
に
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
風
呂
敷
。

日
本
の
伝
統
的
な
エ
コ
バ
ッ
ク
と
言
え
る
。
使
う
場
面
や
包
む
も
の
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
包
み
方
が
あ
り
ま
す
。
バ
ッ
ク
に
忍
ば
せ
て
お
け

ば
イ
ザ
と
い
う
と
き
に
役
に
た
ち
ま
す
。　

（
参
考
：
五
感
で
楽
し
む

季
節
の
事
典
）

[ お知らせ ]
　秋の読書週間（１０/２７～１１/９）です。テー
マは「ホッと一息、本と一息」です。
　どうぞご家族で読書に親しんで下さい。
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子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

ぴ
よ
ぴ
よ
で
は
、
子
育
て
世
代
の
皆
様

と
の
か
か
わ
り
が
多
い
中
で
、
今
回
高
齢

者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん
が

行
っ
て
お
ら
れ
る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』

は
、
町
内
34
ヶ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
27
日
に
『
注
連
川
東
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
』
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
お

食
事
と
午
後
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

楽
し
い
子
育
て

社
会
福
祉
協
議
会

＆
ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ラ

ボ
記
事

（1）

（1）
お
う
ち
で
遊
ぼ
う

　

今
年
度
は
、
「
お
う
ち
で
遊
ぼ
う
」
と

題
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
遊
び
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
心
と
体
の
発
達
の
た
め
に
と
て
も
大
切

な
事
柄
で
す
の
で
、
今
月
は
そ
の
土
台
と

な
る
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

０
ヶ
月
か
ら
６
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
大
切
な
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
愛
さ

れ
て
い
る
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

な
が
ら
過
ご
す
こ
と
で
す
。

　

「
お
母
さ
ん
は
、
自
分
を
守
り
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
愛
情
を
か
け
て
く
れ
る
存
在

だ
」
と
、
赤
ち
ゃ
ん
側
が
興
味
を
持
つ
こ

と
、
信
頼
感
を
持
つ
こ
と
が
、
脳
の
発
達

に
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
し
、
こ
の
土
台

が
、
保
育
所
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
、
保
育
士
や
お
友
達
の
関
係
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
よ
く
見
て
、
不
快
感
や
不

安
感
を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
と
共
に
、
赤

ち
ゃ
ん
が
気
持
ち
よ
く
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
と
の
工
夫
を
き
め
細
か
く
繰
り
返

す
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情
が
明
る
く
な
り

ま
す
。
笑
顔
が
多
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母

さ
ん
の
子
育
て
そ
の
も
の
を
楽
に
、
喜
び

に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
な
か
が
す
い
た
、
眠

た
い
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
着
て
い

る
物
が
湿
っ
た
だ
け
で
も
、
糸
く
ず
が
指

に
巻
き
つ
い
て
も
泣
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
母
さ
ん
が
駆
け
寄
っ
て
そ
の
不
快

感
を
取
り
除
こ
う
と
働
き
か
け
る
と
、
認

知
能
力
が
高
ま
り
ス
ト
レ
ス
に
強
い
子
ど

も
に
育
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
不
快
感
が
あ
る
と
き
に

だ
け
泣
く
の
で
、
泣
い
た
ら
な
る
べ
く
不

快
感
を
取
り
除
く
よ
う
に
気
楽
に
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
を
見
に
行
っ
て
不
快
感
を
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。
泣
い
た
ら
す
ぐ
に
応

じ
て
も
ら
え
る
子
は
、
泣
い
て
も
そ
の
ま

ま
に
さ
れ
て
し
ま
う
子
と
比
べ
て
ス
ト
レ

ス
に
強
く
、
何
か
に

つ
け
て
泣
く
時
期
が

短
く
な
り
ま
す
。

　

未
だ
に
抱
き
癖
を

心
配
す
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
抱
っ
こ
は
赤

ち
ゃ
ん
が
不
安
で
泣

ト
ル
を
あ
て
て
み
よ
う
』
『
記
憶
力
ゲ
ー

ム
』
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
写
真
は
、

町
内
３
人
目
の
ぴ
た
り
賞
の
受
賞
者
さ
ん

で
す
。
わ
き
あ
い
あ
い
と
、
時
を
忘
れ
る

い
て
い
る
と
き
に
は
、
と
て
も
大
切
な
行

動
で
す
。
抱
き
癖
に
科
学
的
根
拠
は
あ
り

ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
大
人

は
、
特
に
情
緒
を
安
定
さ
せ
、
た
く
さ
ん

抱
っ
こ
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

し
ま
し
た
。

お
食
事
は
、

写
真
の
よ
う

に
ご
馳
走
で

し
た
。

　

午
後
の
レ

ク
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、『
ピ
ッ

タ
リ
１
キ
ロ

を
あ
て
て
み

よ
う
』『
ピ
ッ

タ
リ
１
メ
ー

ほ
ど
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
以
前

か
ら
保
育
計
画

の
中
に
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
と
の

交
流
を
取
り
入

れ
て
お
ら
れ
る

保
育
所
が
あ
り
ま
す
。
今
月
は
毎
月
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
を
保
育
に
取
り
入

れ
て
お
ら
れ
る
木
部
谷
保
育
所
の
様
子
を

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
子
ど
も
た
ち
に

も
地
域
の
方
々
に
も
喜
び
の
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

『
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
』
が
今
後
も

地
域
の
子
育
て
支

援
の
場
所
に
、
地

域
の
子
育
て
を
助

け
て
く
だ
さ
る
方

と
の
出
会
い
の
場

所
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

　

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、
『
お

知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』
は
、
ぴ
よ
ぴ
よ
に
お

知
ら
せ
い
た
だ
い
た
行
事
、
取
り
組
み
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
相
談
や
質
問

も
含
め
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
（
吉
賀
町
役
場
保
健
福
祉
課
内
）

メ
ー
ル:

　
　

k
o
s
o
d
a
t
e
@
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p
 

☎
７
７-

１
１
６
５ 

担
当
者:

 

原
田

『
子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、

　
　
　
　
　
　

『
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』

（2）
保
育
っ
て
な
ぁ
に
？

　
　
　
　
　
　

保
育
所
っ
て
な
ぁ
に
？

　

保
育
所
で
は
、
養
護
と
教
育
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
が
自
発
的
・
意
欲
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
保
育
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
保
育
士
も
お
友
達
も
園
庭
も

遊
具
も
花
壇
も
全
て
環
境
だ
と
言
う
こ
と

が
で
き
、
環
境
を
た
く
み
に
配
置
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
み
た
い
、
面
白
そ

う
だ
と
思
う
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

養
護
と
は
「
生
命
の
保
持
と
情
緒
の
安

定
を
図
る
た
め
に
保
育
士
が
行
う
援
助
や

関
わ
り
」
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
子

ど
も
に
食
事
を
提
供
す
る
と
き
に
黙
っ
て

食
べ
さ
せ
る
と
、
命
は
保
持
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
食
事
で
は

ち
っ
と
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
食
事

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
保
育
所
で
は
、
保
育
士
が
子
ど

も
の
目
を
見
て
「
も
ぐ
も
ぐ
し
よ
う
ね
」

「
こ
れ
は
、
お
庭
で
取
れ
た
ト
マ
ト
だ
よ
」

と
声
を
か
け
る
こ
と
で
子
ど
も
は
保
育
士

の
表
情
や
言
葉
と
楽
し
い
と
言
う
感
覚
を

結
び
つ
け
て
、
食
べ
る
楽
し
さ
や
、
食
材

へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
と
は
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長

し
、
そ
の
活
動
が
よ
り
豊
に
展
開
さ
れ
る

た
め
の
発
達
の
援
助
」で
す
。
た
と
え
ば
、

プ
ー
ル
に
入
る
前
に
準
備
運
動
の
意
味
や

や
り
方
（
健
康
）
を
学
べ
る
よ
う
に
し
た

り
、
プ
ー
ル
の
中
に
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
入

れ
る
こ
と
で
浮
力
の
性
質
に
気
が
つ
い
た

り
（
環
境
）
、
水
の
中
で
ボ
ー
ル
を
触
っ

た
り
拾
っ
た
り
す
る
ゲ
ー
ム
を
用
意
す
る

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　

六
日
市
保
育
所
電
話
番
号
変
更
の
お
知

ら
せ

　

９
月
か
ら
六
日
市
保
育
所
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
電
話
番
号
は
、　

０
８
５
６-

７
３-

７
７
７
７
で
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
の
番
号
も
同
じ
で
す
。
ア
ド
レ

ス
帳
な
ど
の
ご
変
更
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

保
育
所
体
験
ツ
ア
ー
、

　
　

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会
・
面
談
会

　

「
保
育
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
」
「
保

育
所
で
働
き
た
い
方
」
、「
保
母
（
保
育
士
）

の
資
格
を
持
っ
て
い
て
現
在
働
い
て
い
な

い
方
」
「
保
育
士
の
資
格
は
無
い
が
、
保

育
所
等
で
保
育
補
助
員
と
し
て
働
き
た
い

方
」
「
子
育
て
支
援
員
研
修
を
終
了
し
た

方
」
「
保
育
士
資
格
取
得
見
込
み
の
学
生
」

を
対
象
に
、
実
際
の
保
育
所
を
体
験
す
る

保
育
所
体
験
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
益

田
コ
ー
ス
は
、
11
月
22
日
９
時
15
分
～
13

時
00
分
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
を
含
む
福
祉
の
お
仕
事

に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
毎
月
１
回
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
益
田
に
て
、
個
別
相
談
会
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
毎
月
第

三
水
曜
日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
１

月
16
日
、
２
月
20
日
、
３
月
20
日
の
13
時

00
分
～
15
時
00
分
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。

　

保
育
所
体
験
ツ
ア
ー
、
福
祉
の
仕
事
相

談
会
・
面
談
会
は
ど
ち
ら
も
、
島
根
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
（
浜
田
市
野

原
町
１
８
２
６-

１
い
わ
み
ー
る
２
Ｆ
）

電
話
０
８
５
５-

２
４-

９
３
４
０
が
問

い
合
わ
せ
先
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
他
気

に
な
る
こ
と
は
、
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室
に
お
電
話
で
も
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

こ
と
で
い
つ
も
と
は
違

う
手
触
り
を
感
じ
た
り

（
表
現
）
、
水
を
怖
が
る

子
を
励
ま
し
た
り
（
言

葉
）
し
な
が
ら
一
緒
に

入
る
よ
う
に
誘
っ
た
り

（
人
間
関
係
）
す
る
か

か
わ
り
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
保
育

所
で
は
養
護
と
教
育
を

一
体
的
に
展
開
し
て
い

る
の
で
す
。
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移住・定住支援

空き家を登録しませんか？

問い合わせ先

吉賀町企画課　☎０８５６-７７-１４３７

≪移住イベント情報≫

しまねＵターンＩターンフェア２０１８

　今年度も「オールしまね」をスローガンに、県内の自治体が相談窓口を構える移住相談会が下記

日程で開催されます。島根県外にお住まいで移住を考えておられるご家族、お知り合いの方がいらっ

しゃいましたら是非お知らせください！

◆１２月２日（日）時間未定　　　　　　　　「しまねＵターンＩターン相談会 in 大阪」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梅田スカイビル タワーイースト３６階）

◆１月１３日（日）１１：００～１６：００　「しまねＵターンＩターン相談会 in 東京」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京交通会館 ３階グリーンルーム）

◆１月２７日（日）１０：００～１６：００　「しまねＵターンＩターンフェア in 広島」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基町クレド １１階ＮＴＴクレドホール）

　吉賀町では、空き家情報バンク制度を実施

しています。この制度は、家を貸してもいい

･ 売ってもいいという方と、家を借りたい ･

買いたいという方とのマッチングを行うもの

です。

　誰も住んでいない家は劣化が進むのが早

く、「どうにかしたい」と思ったときはもう

手遅れということも。

　空き家を有効活用し、定住促進や地域の活

性化へつなげましょう。

≪Ｈ３０年度実績（４月～９月≫

◇新規登録物件：１５軒　◇新規利用登録者数：２３名　◇契約成立：１０件

※現在、町内外の多くの方が空き家を探されています。

「改修が必要なので貸せない」、「家財が残っているので貸せない」いう方へ…

空き家改修補助金(補助率１/２・上限５０万円～３/４・上限１５０万円)

家財の処分に関する補助制度 (補助率１/１、上限１０万円 )があります。

空き家のうち居住の用に供する家屋又はその一部について、機能向上のために行う修繕、模様替え又は設

備の改善工事費（３０万円以上）の一部に対する補助金で、空き家所有者もしくは利用者が利用できます。

①所有者が改修する場合・・・交付率２分の１以内、５０万円まで　　※諸要件あり

②利用者が改修する場合・・・交付率３分の２以内、１００万円まで　※諸要件あり

※ただし、利用者本人及びその配偶者のいずれもが満４０歳未満の方か１８歳以下の子を養育する方が改

修する場合は交付率４分の３以内、１５０万円まで補助されます。

（空き家利用者が交付の対象の場合、原則として５年以上改修後の家屋に居住することが条件となります）

家屋に残っている家具、電化製品、食器類などを処分する際の費用に対する補助金です。

上限を１０万円とし、超えた場合は所有者の負担となります。　※同一物件一回限り

（片付け後の家屋は、原則として５年以上貸借・売買用として空き家情報バンク制度に登録することが条

件となります）
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保健福祉だより

食育コーナー　毎月 19 日は、 “食育の日” 『まごわやさしいか』 のすすめ

　『まごわやさしい』は、意識して摂りたい食材の頭文字を集めたものです。バランスよく栄養が摂れるだ

けでなく、体調を整えたり、免疫力を強化したり、生活習慣病の予防にもつながります。日本人が昔から食

べてきた伝統的な食品です。

　吉賀町食生活改善推進協議会では、不足しがちなカルシウムを補うために、独自に『まごわやさしいか』

をすすめています。

参加無料
申し込み不要

平成 30 年度

世界糖尿病デーイベント in 益田

日　時 11 3月 日（土・祝）9：00 ～ 12：00

場　所 市民学習センター多目的ホール

場　所 市民公開講座・各種コーナー

10：30 ～ 12：00　市民公開講座

◆演題 「糖尿病による眼の合併症」

◆演者 ふじわら眼科クリニック院長 藤原　裕丈 先生

◆座長 医療法人しまだ眼科院長 嶋田　一徳 先生

（大田市大田町）

（益田市三宅町）

9：00 ～ 10：00　各種コーナー

◆計測コーナー

　身長・体重・血圧

　血糖・結果説明等

◆相談コーナー

　医師・歯科医師・栄養士等

　専門スタッフが対応します

◆サルコペニアに関する

　筋力測定、栄養指導、

　運動指導等

＜主催＞益田地域糖尿病支援ネットワーク

＜問い合わせ先＞益田地域糖尿病支援ネットワーク事務局　公益社団法人益田市医師会事業本部　総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0856-31-0545（代表）　FAX0856-31-0543

※サルコペニアとは・・・

加齢や疾患等により筋肉量が減少し、筋力低下

や身体機能の低下が起こること

11 月 14 日は

「世界糖尿病デー」

〝ブルーサークル″が

シンボルです！

（豆類 ･豆腐 ･みそ ･納豆 ･きな粉など）
たんぱく質とマグネシウムが豊富
→豆腐なら、三分の一丁、納豆なら 1パック、きな粉なら２０ｇ

（ごま ･ナッツ類 ･クリ ･ぎんなん ･とちの実など）
老化の原因となる活性酸素を防ぐ抗酸化栄養素。
ミネラル ･ビタミンＥが豊富。ピーナッツやアーモンドなどの食べすぎは、脂肪の取りすぎになるので注意。

（わかめ ･ひじき ･昆布 ･のりなどの海藻類）
ミネラル (カリウム ･カルシウム ･鉄 ･ヨウ素など )を多く含み、食物繊維も豊富で、その上、低カロリー。

（玉ねぎ ･大根 ･白菜などの淡色野菜とほうれん草 ･トマト ･人参などの緑黄色野菜）
ビタミン、カリウム ･カルシウムなどのミネラル、食物繊維がたくさん含まれている。特に、緑黄色野菜には、
抗酸化作用（細胞のがん化や老化を防ぐ作用）のあるビタミンＣ ･Ｅやリコピン ･β‐カロテンなどの色素
が多く含まれ生活習慣病予防に役立つ。この地で作られた旬のものをとりましょう。
→成人は 1日３５０ｇ ･子どもは３～５歳で１５０ｇ～２００ｇが必要。

青魚 (イワシ・アジ・サンマ・サバなど )には、脳の働きを良くするＤＨＡやコレステロールを下げるＥＰ
Ａなどの良質の脂肪が含まれている。骨ごと食べて、カルシウムも摂取しよう。

（しいたけ ･えのき・シメジなどのきのこ類）
低カロリーで、ビタミンやミネラル類、食物繊維が多く含まれている。
きのこ全般に含まれるβグルカンは、免疫力を高め、抗がん効果がある。

腸内環境を整える食物繊維が豊富。
ビタミンＣが豊富で、でんぷんに保護されているため、過熱による損失が少ないことが特徴。

（牛乳・乳製品・小魚・大豆類・海草等）
骨や歯の構成成分。→目標は、１日６００ｍｇ以上。（牛乳１本で２２０ｍｇのカルシウム）

ま

ご

わ

や

さ

し

い

か

まめ

ごま

わかめ

やさい

さかな

しいたけ

いも

カルシウム
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今
回
は
、
柿
木
に
あ
る
吉
賀
町
小
水

力
発
電
所
の
紹
介
を
し
ま
す
。
こ
の
発

電
所
に
つ
い
て
は
、
広
報
よ
し
か
４
月

号
の
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
便
り
」
で
も
取
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
施
設
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て

で
す
。
昔
か
ら
、
高
津
川
流
域
の
人
々

は
、
農
林
漁
業
な
ど
で
川
の
水
資
源
を

大
切
に
使
い
、
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
こ
の
発
電

所
は
、
昭
和
28
年
柿
木
村
発
電
所
と
し

て
運
転
を
開
始
し
、
平
成
17
年
の
新
町

誕
生
に
よ
り
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
に

名
称
を
変
更
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
平
成
24
年
国
の
施
策
と

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
が
創
設
さ
れ
、
従
来
よ
り
高

額
な
単
価
で
売
電
出
来
る
よ
う
に
な
り

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
発
電
所
は
、
老

朽
化
に
よ
り
改
修
費
が
か
さ
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
地
域
貢
献
出
来
る
施
設
と

し
て
後
世
に
残
す
こ
と
を
念
頭
に
お

き
、
新
制
度
へ
の
移
行
を
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
改
修
工
事
を
行
い
順
調

に
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
発
電
所
で

は
、
一
般
家
庭
の
約
４
５
０
世
帯
分
に

Vol.9

岩本一巳

ま
ち
一
番
元
気
な
施
設

り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
「
ま
ち
一
番
元

気
な
施
設
」で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

正
式
名
称
は
、
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所

で
す
が
、
存
在
感
が
あ
っ
て
愛
着
の
持

て
る
愛
称
が
あ
る
と
、
も
っ
と
も
っ
と

皆
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
る
施
設
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
井
国
体
テ
ニ
ス
少
年
男
子
結
果
報
告

　

岩
本
晋
之
介
選
手(

六
日
市
中
３
年)

が
出
場
し
た
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

２
０
１
８
」
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
観
覧

の
開
会
式
を
島
根
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て

入
場
行
進
し
開
幕
し
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
の

テ
ニ
ス
競
技
は
台
風
の
影
響
で
、
２
回
戦
島

根
県
vs
大
分
県
の
試
合
は
10
月
１
日
に
順
延

さ
れ
ま
し
た
。
台
風
一
過
と
な
っ
た
試
合
当

日
、
島
根
県
ナ
ン
バ
ー
１
シ
ン
グ
ル
ス
の
岩

本
選
手
の
相
手
は
全
国
上
位
校
の
大
分
舞
鶴

高
校
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
。
大
会
最
年
少
の
中

キ
ー
プ
、
予
想
に
反
し
序
盤
か
ら
中
盤
の
流

れ
は
島
根
岩
本
選
手
に
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ン

チ
も
応
援
席
も
優
勝
候
補
の
大
分
県
に
対
し

充
分
に
戦
え
て
い
る
島
根
に
興
奮
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
４-

２
リ
ー
ド
か
ら
何
度
も

あ
と
１
点
が
取
れ
ず
４-

６
で
悔
し
く
も
負

け
ま
し
た
。
も
う
１
人
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も

学
生
岩
本
選
手
が
ど

こ
ま
で
戦
え
る
か
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
第

１
ゲ
ー
ム
、
レ
シ
ー

ブ
ゲ
ー
ム
を
い
き
な

り
ブ
レ
ー
ク
し
、
第

２
ゲ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

相
当
す
る
年
間
１
７
０
万
KW
時

の
電
気
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
制
度
へ
の
移
行
に

よ
っ
て
、
従
来
の
３
倍
に
あ
た

る
年
間
約
６
，
０
０
０
万
円
の

売
電
収
入
を
得
て
い
ま
す
。
こ

の
内
、
約
１
，
４
０
０
万
円
を

子
育
て
支
援
事
業
に
充
当
す
る

た
め
町
の
基
金(

貯
金)

に
積

み
立
て
て
い
ま
す
。
現
在
、
少

子
化
対
策
の
３
本
柱
と
し
て
学

校
給
食
費
、
保
育
料
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
償
化

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
将
来

こ
の
施
策
の
財
源
と
し
て
活
用

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

わ
が
町
の
子
育
て
施
策
は
、

こ
の
発
電
所
の
存
在
に
よ
り
成

( 吉賀町小水力発電所の全景 )

負
け
て
終
了
。
今
回
初
出
場

の
国
体
で
し
た
が
、
大
会
の

雰
囲
気
も
県
チ
ー
ム
の
結
束

も
最
高
に
気
持
ち
良
く
、
再

度
国
体
選
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
様
の

応
援
、
ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

８
月
31
日
か
ら
９
月
２
日
に
吉
賀
高
校

「
よ
し
か
祭
」
が
「
吉
賀
気
（
キ
ッ
カ
ケ
）

～
平
成
最
後
の
革
命
」
と
い
う
今
年
の

テ
ー
マ
の
も
と
で
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
吉
賀
高
校
の
生
徒
に
よ
る

「
色
別
対
抗
デ
ィ
ベ
ー
ト
合
戦
」
と
「
イ

ン
ト
ロ
・
ド
ン
」
か
ら
始
ま
り
、
午
後
か

ら
町
内
町
外
の
一
般
参
加
者
二
百
人
余
り

を
交
え
て
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
北

澤　

豪
氏
に
よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
代
表
と
し
て
世
界
を
相
手
に

戦
っ
た
体
験
や
「
夢
」「
希
望
」
そ
し
て
「
挑

戦
」
ま
で
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
世
界
観
に
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
た
講
演

を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
８
月
に
三
重
県
伊
勢
市

で
開
催
さ
れ
た
、
「
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
」

に
参
加
し
た
生
徒
が
大
会
に
参
加
し
て
得

た
経
験
を
報
告
し
、
大
き
く
成
長
し
た
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
保
護
者
会
の
出
店
も
含
め

た
吉
高
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
学
年
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

　

よ
し
か
祭
開
催

し
た
出
店
を
開
き
、
地
域
の
方
々
も
た
く

さ
ん
参
加
さ
れ
た
に
ぎ
や
か
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
の

中
に
吉
賀
町
の
自
然
や
伝
統
を
大
切
に
思

う
心
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
吉

賀
町
に
あ
る
吉
賀
高
校
と
し
て
な
ら
で
は

の
「
吉
賀
町
へ
の
思
い
・
吉
賀
高
校
へ
の

思
い
」
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し

い
「
よ
し
か
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
方
々
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
こ
れ
か
ら
３
年
生
は
進
学
や
就
職
に
向

け
て
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
時
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
短
い
準
備
期
間
の
中
で
「
よ

し
か
祭
」
に
か
け
た
情
熱
や
、
よ
し
か
祭

を
通
し
て
得
た
経
験
や
思
い
出
は
必
ず

「
ふ
る
さ
と

吉
賀
町
」
の

素
敵
な
青
春

時
代
の
思
い

出
と
な
っ
て

生
徒
の
心
の

中
に
刻
み
込

ま
れ
る
は
ず

で
す
。

吉賀高校支援

　

味
噌　

携
行
に
は
簡
単

大
場　

博
明

　

昼
に
野
良
か
ら
帰
っ
た
祖
母
は
、
味
噌

茶
漬
け
を
食
べ
て
す
ぐ
に
野
良
へ
出
て

行
っ
た
。
目
前
の
仕
事
を
片
付
け
る
た
め

に
食
事
に
時
間
を
掛
け
な
い
。
こ
れ
は
味

噌
の
普
通
の
使
い
方
に
な
る
。
満
州
開
拓

に
行
っ
て
お
ら
れ
た
方
の
、
味
噌
で
命
が

繋
が
っ
た
と
い
う
お
話
し
を
伺
っ
た
。
ソ

連
の
列
車
が
蛇
く
ら
い
の
大
き
さ
に
見
え

る
所
に
居
た
。
そ
う
い
う
所
に
有
っ
た
開

拓
村
を
突
然
脱
出
し
た
、
何
も
持
た
ず
ボ

タ
ン
江
目
差
し
て
一
直
線
に
歩
い
た
。
磁

石
頼
り
に
山
が
有
っ
て
も
迂
回
し
な
い
。

森
林
の
中
で
は
り
ん
ご
の
よ
う
な
香
り
が

す
る
木
が
有
っ
た
。
村
を
出
る
時
何
か
を

持
っ
て
歩
い
た
者
は
皆
死
ん
だ
。
何
も
持

た
ず
歩
い
た
者
だ
け
助
か
っ
た
。
人
間
が

弱
り
切
っ
た
時
に
は
、
何
か
口
に
し
な
い

と
水
が
飲
め
な
い
。
日
本
人
が
逃
げ
去
っ

た
空
き
家
に
着
い
た
。
「
何
か
な
い
か
」
。

味
噌
の
樽
が
有
っ
た
。
味
噌
を
食
べ
て
水

を
飲
ん
だ
。
こ
の
水
で
生
き
延
び
た
。
塩

気
を
取
る
と
水
を
飲
む
事
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
究
極
の
と
こ
ろ
の
お
話
し
を
し

て
戴
い
た
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

災
害
な
く
生
き
る
喜
こ
び

河
野　

君
江

　

台
風
、
地
震
、
豪
雨
、
猛
暑
と
続
い
や
っ

と
涼
し
く
な
っ
た
と
思
い
や
秋
雨
前
線
、

稲
刈
シ
ー
ズ
ン
を
毎
年
な
が
ら
農
家
を
悩

ま
す
。
私
達
も
三
年
前
ま
で
は
稲
刈
が
出

来
ず
、
主
人
は
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
空
を

な
が
め
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
野
菜
作
り

で
少
し
は
楽
に
な
っ
た
。

　

今
年
は
台
風
、
豪
雨
、
地
震
と
全
国
で

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
最
近
の
北

海
道
地
震
で
は
一
瞬
の
内
、
水
、
電
気
も

な
く
家
に
入
る
事
も
出
来
ず
避
難
生
活
が

続
い
て
い
る
。
今
か
ら
寒
さ
に
向
う
と
言

う
の
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
た
い
。

　

私
達
は
こ
う
し
て
何
事
も
な
く
生
活
し

て
い
る
、
で
も
い
つ
何
が
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
。

　

先
日
、
あ
る
人
か
ら
元
気
そ
う
ね
と
言

わ
れ
た
。
自
分
で
し
よ
う
と
し
て
い
る
事

が
出
来
る
、
又
歩
く
事
が
出
来
て
主
人
と

生
活
が
出
来
る
事
へ
の
喜
こ
び
を
思
う
。

一
眼
二
足
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
私
も
杖

を
た
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
主
人

と
五
本
足
。

　

今
日
も
一
歩
一
歩
を
ふ
み
し
め
な
が
ら

前
進
し
て
い
る
の
だ
が

　

五
本
足　

感
謝
の
気
持　

明
日
に
向
く
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《
短
歌
》

秋
祭
り
収
穫
祭
と
感
謝
し
て

　
　

共
に
祝
え
る
今
の
幸
せ　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

風
鈴
と
競
い
て
鳴
く
か
鈴
虫
の

　
　

声
に
ぎ
や
か
に
幹
先
の
闇　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

　

《
俳
句
》

如
何
に
せ
む
旱

ひ
で
り

長
雨
刈
れ
ぬ
稲　
　
　
　

茅
原　

久
子

糸へ
ち
ま瓜

水
子
規
の
咳
を
ば
止
め
た
や
ら　
　

山
崎
美
智
子

ス
ー
パ
ー
の
入
口
の
上
に
燕
の
巣　
　
　

大
場　

博
明

黒
日
傘
後
姿
に
覚
え
あ
り　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

旱
ひ
で
り

畑
縦
横
無
尽
す
べ
り
ひ
ゆ　
　
　
　

 

齋
藤
ツ
ル
子

ゴ
ツ
ゴ
ツ
の
手
に
新
米
乗
せ
齧か

じ

る
父　
　

村
田　

綾
美

本
堂
ま
で
金
木
犀
の
匂
ひ
け
り　
　
　
　

河
野　

由
希

み
は
る
か
す
瑞
穂
の
国
の
稲
穂
か
な　
　

青
木　

道
子

夏
が
ゆ
き
吉
賀
の
里
も
秋
い
ろ
に　
　
　

山
田
ス
エ
ノ

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
９
月
届
出
）

　
　

黒
谷　

薫　
　
　

さ
ん　

84
歳　
　

抜
月

　
　

平
田　

晴
子　
　

さ
ん　

93
歳　
　

真
田

　
　

茅
原　

喜
美　
　

さ
ん　

92
歳　
　

真
田

　
　

大
溝　

英
次　
　

さ
ん　

71
歳　
　

六
日
市

　
　

石
井　

ヒ
ナ
子　

さ
ん　

92
歳　
　

柿
木

　
　

小
田　

佳
代
子　

さ
ん　

65
歳　
　

柿
木

　
　

中
田　

保
男　
　

さ
ん　

83
歳　
　

六
日
市

　
　

伊
藤　

竹
義　
　

さ
ん　

51
歳　
　

朝
倉

　
　

赤
松　

ア
イ
子　

さ
ん　

91
歳　
　

下
須　

　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

マ
ン
ガ
本
我
が
愛
読
書
に
加
わ
え
け
り　
　

中
田　

隆
基

年
ご
ろ
は
時
間
が
か
か
る
お
め
か
し
に　
　

村
上　

毅

何
時
ど
こ
で
天
災
覚
悟
身
を
清
め　
　
　
　

堀　

米
喜

老
い
こ
吾わ

れ

銀
杏
寮
で
一ひ

と
と
せ年

を　
　
　
　
　
　

山
田
ス
エ
ノ

泳
ぐ
よ
う
手
振
り
足
ふ
り
畑
道　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

荒
波
を
泳
い
で
渡
り
九
十
年　
　
　
　
　
　

大
庭　

寛

金
槌
は
泳
ぐ
人
見
て
身
が
す
く
む　
　
　
　

岩
上　

武
史

手
の
平
の
海
で
泳
が
す
そ
れ
が
よ
い　
　
　

田
村　

民
子

秋
あ
か
ね
人
の
後
先
泳
い
で
る　
　
　
　
　

増
田
牟
奈
子

水
の
中
泳
ぐ
子
供
の
は
じ
け
顔　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

お
ぼ
れ
た
ら
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
不
思
議　

大
場　

博
明

ト
ラ
ン
プ
が
バ
バ
を
抜
き
ぬ
き
泳
ぎ
よ
る　

石
村　

菊
夫

バ
ス
を
見
て
時
計
の
代
り
泳
ぎ
や
め　
　
　

安
永　

藤
子

人
混
み
を
泳
ぐ
よ
う
に
進
み
ま
す　
　
　
　

大
庭　

和
子

言
い
訳
の
嘘
が
バ
レ
そ
で
眼
が
泳
ぐ　
　
　

水
上　

健
二

溺
れ
て
る
の
か
と
思
い
や
泳
い
で
る　
　
　

澤　

三
智
代

金
魚
が
た
く
さ
ん
泳
い
で
涼
し
そ
う　
　
　

皆
田　

卓
宣

ド
ブ
川
を
泳
い
で
つ
か
む
総
理
の
座　
　
　

山
吹　

薫

水
中
で
お
腹
の
肉
も
泳
い
で
る　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
９
月
届
出
）

　
　

水
津　

亜
胡
（
あ
こ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

一
盛
・
奈
那
満
さ
ん
の
子　

七
日
市

　
　

松
原　

綾
駕
（
り
ょ
う
が
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

知
毅
・
奈
緒
美
さ
ん
の
子　

七
日
市

　
　

大
庭　

彰
真
（
し
ょ
う
ま
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

仁
志
・
茉
由
華
さ
ん
の
子　

六
日
市

　
　

齋
藤　

心
葵
（
か
な
た
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

佑
介
・
心
咲
さ
ん
の
子　
　

朝
倉

　
　

秋
岡　

琉
斗
（
り
ゅ
う
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

祐
樹
・
入
帆
さ
ん
の
子　
　

有
飯

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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日 月 火 水 木 金 土
まちかどメッセージ募集中！ セキュリティ対策のお願い 1 2 3

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の
四季折々の風景を番組が放送されていな
い時間帯にデータ放送とともにお送りし
ています。
　みなさんのお住まいの地域で放送して
ほしい景色・風景などありましたらぜひ
サンネットにちはらまでお寄せくださ
い。

　近年、インターネットを介したコン
ピューターウイルスによる個人情報の漏
えいや金銭的被害が全国的に増えていま
す。
　お使いのPC、スマートフォンなどの
OSやウイルス対策ソフトウェアを最新
の状態にしてお使いいただき、セキュリ
ティ対策をしてください。

6：00
●教えて！よこや
　さん  第7回 
6：30
●石正美術館
「展覧会のご案
　内」

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 10月
　号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING

4 5 6 7 8 9 10
6 ：00 
●ニュースサン　 
　ネット 

●THE MAKING
12：50～16：30
　島根県高等学校
　バスケットボー
　ル選手権大会
  【生中継】

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル 11月号 

6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi 10月号

6：00
●隠岐★ドキ！
　あまチャンネ
　ル vol.32 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第7話

6：00
●しまだいへ行こ
　う！」第7回
6：30 
●うらうらとゆく
　第37回

6：00
●伝承～ホーラ
　ンエンヤ 継ぎ
　ゆくものたち
　～ 【第1回】
6：30 
●ますますおいし
　い

6：00
●平成30年度少
　年の主張島根
　県大会

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING

11 12 13 14 15 16 17
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING 
 

6：00
●ニュースサン
　ネット総集編 
　10月放送分

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  10月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　10月号

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス10月号 

6：30 
●釣り天国！石
　見 10月号

6：00
●教えて！よこや
　さん  第7回 
6：30
●石正美術館
「展覧会のご案
　内」

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね11月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING

18 19 20 21 22 23 24
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル 11月号 

6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi 10月号

6：00
●隠岐★ドキ！
　あまチャンネ
　ル vol.32 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第7話

6：00
●しまだいへ行こ
　う！」第7回
6：30 
●うらうらとゆく
　第37回

6：00
●伝承～ホーラ
　ンエンヤ 継ぎ
　ゆくものたち
　～ 【第1回】 
6：30 
●ますますおいし
　い

6：00
●平成30年度少
　年の主張島根
　県大会

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING

25 26 27 28 29 30 12/1
6 ：00 
●ニュースサン　
　ネット 
●THE MAKING
13：00～16：00
　島根県ケーブル
　テレビ協議会 設
　立２０周年記念
　特別番組「ケー
　ブルテレビでつ
　なぐ笑顔」
  【生中継】

6：00
●第25回 全国山
　城サミット安
　来大会

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  11月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　11月号

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス11月号 
6：30 
●釣り天国！石
　見 11月号

6：00
●第69回 近県学
　校音楽大会

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね11月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●THE MAKING
再

番組のお知らせ ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

再

再

再

再
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再

再

再

再

再

再

再

再

字

字

字

字

字

字

字

再

再

字

再

字

2018

サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
　 …ニュースサンネットは隔時間字幕表示放送　※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

111111 字

【放送日時：11 月 4 日　12：50 ～ 16：30】
島根県高等学校バスケットボール選手権大会 女子・男子決勝戦の模様を島根
県立浜山体育館カミアリーナから生中継でお送りします。 

（島根県ケーブルテレビ協議会共同制作）

島根県高等学校バスケットボール選手権大会


